
教育委員会指導主事だより

なんだか　うれしい

学び人　行き交う町　たてしな
シリーズ 共に学びましょう No45

相談時間等 月・水・金曜日
●立科小学校／午前９時〜午前11時30分
　電話 0267－56－3131（呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 0267－56－1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時50分〜午後１時40分
　電話 0267－56－0303（直通）・有線8888（直通）
　　　　　　　　　　　　（担当　指導主事　中島一彦）

昨年、立科町教職員研修で教育実践家菊池省三先生をお迎えしました。全国の学級崩壊した教室を次 と々
立て直していく実践家でもあります。その菊池先生が小学生を担任し、その子どもたちが二十歳になった時に当
時の学級をふり返る対話をします。その対話でのAさんと、B君二人の語りが著作の中に記されています。

二人の青年たちの声が心の中に響き続けています。立科町の子どもたちが　例外なく、どの子も学びの主
人公として位置づいてほしいと思います。教育は、どの子にも役立つものでなければなりません。一人も見
捨てない・・・教室、授業、学校を、そして教育のあり方を問い続けていきたい。
「自分を誇れるような学校か」「とことん好きなことを探究できる授業か」の二人の青年の問いを、どう引
き受けるべきなのか、立科町の先生方と考え続けていきたいと思うのです。

聴き合い、認め合い、つながり合っていく学びを確かなものにしていきたい。そのためにかけがえのない
愛おしい存在としての子どもたちへの慈愛に満ちる子ども観、そして教職員が高い同僚性を生み出し 
ていく必要も求められます。新しい年が始まりました。移ろいゆく季節、時の流れをひしひしと感じる今、 
学校での暮らし一つひとつのかけがえのなさを思いながら、歩み続けていきたいと思っています。

〔引用：菊池省三　『授業を変えよう』　中村堂〕

今、生きづらいな、寂しいな、誰も分かってくれないで、怒られてばっかりだな、
と思っている小さい頃の僕みたいな状況の子が、やっばり先生に怒られている。

「これは、ダメ」とか、「ああしなさい、こうしなさい」というのは、例えば、誰々先生から「じっとしてい
なさい」とか、「静かにしなさい。ちゃんと席に座りなさい」「元の教室に戻りなさい」っていうのは、僕
のために言ってくれているというのは、あまり正しくなくて、どちらかというと、教室の調和のためというか、
教室が崩れないように、事故らないように、安全運転するために、小石をどかしているような行為だから、
なんでそういうことを、この人たちは言ってきて、なぜ自分は今こういうことをしているんだろう
というのを、自分の心で一回深く考えてみると、いいかもしれないと思います。
僕と同じような理由で叱られている人は、面白いことが大好きだと思うんですよね。
それを制限されちゃうっていうのは、すごく苦しい事だと思うし、僕もすごく苦しかったから、
その「楽しいことをしたい」っていう気持ちを本当に捨てないでほしい。
どれだけ言われても、それだけは捨てないでほしいと思います。

B 君

自分を誇れる学校か 二十歳になった２人の青年が
小、中学校時代を語る。

小学校４年生までは、お母さんから「最近、学
校どう」と聞かれても、あまり答えたくなかったし、

「私は、学校でいい子だよ」みたいな嘘をつい
ていました。

小学校５、６年の時は、質問されなくても自信
をもって自分から、「こういう質問をされて、どう
いうことで褒めれて」とかたくさん話していたんで
すよね。
自分を誇れるような生活が出来ていたこと
にも幸せを感じていたんです。 Aさん
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人権が尊重される社会人権だより 社会教育人権政策係 0267－88－8416

教育委員会

「第46回人権を考える町民大会」を開催しました
12月2日（土）老人福祉センターにおいて第46回

人権を考える町民大会を開催しました。
講師に長野県視覚障害者マラソン協会名誉会長

の保科清さんをお迎えして「夢をあきらめない	〜継
続は力なり〜」と題し講演をいただきました。講師
からは、50歳を越えて2度のパラリンピックに出場
した競技活動で得た素晴らしい出会いや、苦境に
立たされた時に支えられた仲間や言葉などについ
て、自らの体験に基づいてお話しいただきました。
最後に、「子どもや孫たちには、隠れた能力を見つ
けて、ほめて育ててあきらめず、くじけても立て直
して生きることを応援してあげてほしい」というメッ
セージがありました。貴重で興味深い内容に、参
加者の皆さんは熱心に耳を傾けられており、「継続
は力なり、よく聞くことばですが実践し続けた実
話に感動しました。」「人は努力するかしないか。そ

のことを学ばせていただいた。」等の感想をいただ
きました。
講演後には、たてしな保育園保護者会長である

宮坂理恵さんにより、私たち一人ひとりが人権問題
を自分自身の課題としてとらえ、お互いの人権意識
を育み合うための大会宣言を朗読いただき、満場
の拍手の中大会宣言が採択され、大会が締めくく
られました。
今後も、さまざまな人権問題に目を向け、毎年

12月第1週の土曜日に大会を継続して開催していく
予定ですので、引き続き、多くの皆さんのご参加
をお願いします。

おお墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

Q.

A.

お墓のお手入れは、どうしたらいいですか？

まずは墓石に水をかけてから、雑巾やスポンジを使ってホコリ・カビ・コケの汚れを洗い
落とします。仕上げに乾いた布で水分を拭き取ることがポイントです。
当社では墓石クリーニングも承っております。是非ご利用ください。

櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）

☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

墓石・戒名彫り・墓石クリーニング・石工事全般

URL: http://sakuraisekizai.net/info/
至和田 長門バイパス

至立科

至丸子

森林組合様道の駅櫻井石材
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